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ギャンブル依存症家族の会は、ギャンブル依存症
に苦しみ悩む家族が連携して問題の解決を図るこ
とを目的に活動しています。
家族の会としての主な活動内容は下記の通りと
なっております。

[1] ギャンブル依存症の家族会・当事者会を開催
し、依存症を理解するための学習及び、ピアサポー
ト（月 1回）
[2] 依存症専門家による当事者・家族対象の相談
会（年 1回）
[3] 依存症専門家や当事者・家族による講演会、
啓発セミナー（年数回）　
[4] 関係機関（行政・医療・司法・警察など）と
の連携
[5] ギャンブル依存症啓発資材の作成、配布、掲
示活動
[6] ギャンブル依存症回復施設との連携

　今回は上記のうち、[2] と [3] の活動に対して
助成いただき、3事業を行うことができました。

[2] 依存症専門家による当事者・家族対象の相談
　　会
 開催日：２０２３年９月２３日（土）
 場　所：ハートンホテル京都
　　 講　師：公益財団法人ギャンブル依存症 
  　問題を考える会代表　田中紀子 
  　氏・当事者支援部

[3] 依存症専門家や当事者・家族による講演会、
啓発セミナー
 開催日：２０２３年９月２３日（土）
 場　所：ハートンホテル京都
　　 講　師：公益財団法人ギャンブル依存症 
  　問題を考える会代表　田中紀子 
  　氏
　　　　　　　桜花法律事務所所長　京都弁護士 
  　会　中島俊明弁護士
　　　　　　　俳優・作家　ＡＳＫ依存症予防教 
  　育アドバイザー　高知東生氏
　　
　 開催日：２０２４年１月２０日（土）
　　 場　所：京都市北文化会館
　　 講　師：一般社団法人グレイス・ロード 
  　統括センター長　池田文隆氏
　　　　　　　 生活支援スタッフ　八木真介氏

　

２０２３年９月２３日（土）
　相談会参加者：　家族１０組１４名・当事者３
　名
　講演会参加者：　家族１３５名・当事者３０名・
　支援者１５名　
２０２４年１月２０日（土）
　講演会参加者：　家族４８名・当事者６名・支
　援者２名・京都新聞記者１名

上記の参加を頂き、開催することができました。
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いずれもギャンブル依存症者と家族に関わってい
る専門家をお招きし、最新の依存症支援の話をし
ていただくことで、家族も当事者も支援者も病気
への正しい知識を持ち、適切な対応をしていけば
「回復できる」という、希望の持てる講演会とな
りました。
また、相談会で支援者の方々からは「相談に来ら
れた方たちに対してどこにどうつなげていくかと
いったことをより理解できた」というお声もいた
だきました。
セミナーと相談会を開催し、当事者・家族と支援
者に参加してもらうことで、行政の相談窓口担当
者、家族会、病院の相談員、弁護士、警察との顔
の見える関係ができました。
ギャンブル依存症は、WHO( 世界保健機構 ) で
認められた病気ですが、一般には「意志が弱い・
だらしない」というような見方が根強くあり、偏
見の目を気にして相談できない状況があります。
そして公的支援体制も十分ではないのが現状で
す。そのため、病気から起こる嘘や借金などに苦
しむ家族と当事者がどうしてよいか分からないま
ま、社会から孤立していくことが少なくありませ
ん。そんな中に今回企画した相談会と講演会には、
たくさんの方に足を運んでいただくことができま
した。それは、コロナ禍においてスマホで手軽に
投票できるようになった公営ギャンブルをはじ
め、違法とは知らずにネットカジノなどのギャン
ブルに手を出し、行き詰った人たちが増えたこと
を物語っており、このような事業は現代社会に求
められていることを強く感じました。当会メン
バーも、ギャンブル依存症とはどういう病気なの
か、周囲の人はどう対応していけばよいのかと
いった具体策を専門家から学ぶことができ、どう
問題を解決していくかの知恵を得られた貴重な機
会となりました。

　

日本社会において「ギャンブル依存症は病気であ
る」という認識がいまだ広まってはおらず、知識
のない当事者と家族が、どこにも相談せず、自分
たちだけで何とかしようとして病気が進行してし
まう状況にあります。病気が進行すると、借金問
題から、窃盗や横領・強盗などの犯罪に及ぶこと
や、家庭内においては暴言・暴力などの DV や、
貧困・ネグレクト・虐待へ向かうこともあり、重
大な社会問題を引き起こします。ギャンブルに
よって、借金やその他の問題を繰り返す依存症者
に対して、何とかできる方法はないだろうかと悩
み、自分を責め、苦しんできたのが私たち家族で
す。 その家族たちがこのような事業を企画し、日
社済様より助成金をいただいたことで、地域で苦
しんでいる当事者、家族、支援者が、病気につい
て学ぶ機会を得ることができました。そして当事
者・家族・支援者がそれぞれに関係を作れたこと
は今回の大きな成果でした。ギャンブル依存症当
事者、家族、支援者が正しい知識を得、人とのつ
ながりを持つことで問題を解決に踏み出す一助と
なりました。
以上のことは、京都府ギャンブル等依存症対策推
進会議にて広報・公表し、京都市こころの健康増
進センター・同志社大学・京都文教大学へ広報し
ています。

　

コロナ禍以降、特に若い世代のギャンブル依存症
者が急増しており、当会にも子育て中の夫婦が、
多額の借金を抱え相談に来るケースが多くなって
います。オンラインでできるギャンブル ( 公営競
技等 ) の普及が進んでいることから、ギャンブル
依存症の低年齢化が危惧されます。国の施策を
待っているだけでなく、身をもってこの病気の怖
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さを知る私たち家族が啓発活動をしていきます。
また、表面上の問題（金銭問題等）だけに注力す
るのではなく、ギャンブル依存症の根本的な問題
（病気）に対処できる支援者や家族を増やし、連
携してこの問題に対応できる社会構築が急務で
す。
ギャンブル依存症者の回復が進むよう、病気に対
する正しい知識を広め、支援者の資質向上を図り、
家族が希望を持てるよう、講演会と相談会はこれ
からも継続して開催します。
支援の輪が広がっていくよう他県の家族会とも交
流し、切磋琢磨しあいながら、ギャンブル依存症
家族の助け合い活動を進めてまいります。今後も
ご支援の程よろしくお願い申し上げます。
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